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は じ め に 

 

   今年度は、3月１１日に発生した東日本大震災の影響を受け、農産物価格の下落、 

生産資材の高騰、あるいは、雇用・経済情勢の悪化等の大震災の影響を大きく受けた 

年となりました。また、４・５月の低温、麦収穫時の長雨、６月の集中豪雨、１１月 

上旬の異常高温等異常気象に泣かされた一年でもありました。 

 

    このような中で、地域農業の担い手育成･確保はもとより、永続的な水田農業の担 

い手育成、雇用型園芸農業の推進等農家経営の安定に向けた取り組みを強力に推し進 

めることが急務となっています。 

   一方、消費者の「食の安全・安心」に対する意識は極めて高まっており、農薬の 

適正使用の徹底や減農薬・減化学肥料栽培の推進などの取り組みが強く求められて 

います。 

 

   これらを踏まえ、当普及指導センターでは、以下の４項目を活動の柱とし、関係機 

関等と連携しながら課題解決に取り組んできたところです。 

   (１)県農業を担う経営能力に優れた農業者の育成 

    (２)競争力の高い産地の育成 

    (３)安全・安心な農産物の生産及び持続性の高い農業生産の実践支援 

  (４)都市との共生を目指す地域づくりの支援 

 

   この冊子は、当普及指導センターの取り組みを、農業者や関係機関等の方々に広く 

理解して頂くため、平成２３年度の主な活動成果について取りまとめたものです。 

地域農業の振興と農業者の方々の経営改善の一助になれば幸いに存じます。 

 

 

    平成２４年３月 

 

                    朝倉農林事務所朝倉普及指導センター長  末永 広樹 



目   次 

 

１ 普及活動の主な成果                                                 

（１）上秋月ほ場整備後の営農確立に向けて・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

（２）カキ産地の再生をめざして・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

（３）女性農業者の育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

（４）大規模土地利用型農家の生産構造と今後の意向・・・・・・・・・・・・ 4 

（５）水稲・麦新品種で水田農業を元気に・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

（６）イチゴ産地の生産拡大をめざして・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

（７）あさくら特産花きの産地育成を目指して・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

（８）情報発信で鉢物産地の強化を目指して・・・・・・・・・・・・・・・・  ８ 

（９）「とよみつひめ」のナンバーワン産地を目指して・・・・・・・・・・・ ９ 

 

２ トピックス 

（１）新規就農者への支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

（２）“東峰村を好きな人を増やそう”・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

（３）キュウリの害虫防除に天敵を・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（４）カキ園地全筆調査でカキ産地を守ろう ・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（５）鉢花カーネーション、適期出荷を目指して・・・・・・・・・・・・・・１２ 

（６）安全・安心制度、直売所リーダー説明会･・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

 

３ 参考資料 

（１）管内の各種表彰農家の紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

（２）平成２３年度主な展示ほの概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

（３）平成２３年１～１２月の気象・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

（４）現地活動情報等一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

（５）普及指導センターの活動課題と活動体制・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 



 - 1 - 

１ 普及活動の主な成果 

（１）上秋月ほ場整備後の営農確立に向けて 

～新規品目導入による高収益型農業への取り組み～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

朝倉市上秋月地区 

（上秋月土地改良区 ほ場整備事業受益面積77ha、1７0戸） 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

平成20年度から朝倉市上秋月地区において、ほ場整備事業が進められており、 

整備後の営農確立が喫緊の課題となっています。そこで、土地改良区等と連携し、 

担い手の育成及び新規品目の導入や安定生産技術の確立に取り組みました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 
１ 担い手育成 

○担い手の経営改善計画達成に向けた経 

営改善指導を実施 

２ 高収益型農業への取組 

○高収益作目の選定やほ場の団地化及び 

機械の共同利用による作業の効率化等 

について、営農推進会議や栽培講習会・ 

研修会を実施 

３ 新規品目導入・栽培支援    

（１）大豆・麦          

○大豆の排水対策として、耕耘同時畦立て播種技術実証ほの設置 

○土地利用率向上のための麦類採種ほを設置 

○定期的に巡回し、栽培管理状況の把握及び病害虫防除を徹底指導 

（２）園芸品目 

○加工ニンジンの発芽安定対策実証ほ及び新規品目実証ほの設置 

○定期的に巡回し、栽培管理状況の把握及び病害虫防除を徹底指導 

【成果】【成果】【成果】【成果】 

１ 担い手育成 

○認定農業者を１名育成し、地区内認定農業者の８名に対し、経営改善計画達成 

に向けた支援を行った結果、全農家が目標達成しました。 

２ 高収益型農業への取り組み 

○ほ場の団地化や機械化一貫体系により、作業の効率化を図ったことにより、大 

 豆７.５ha ､加工用ニンジン１.９ha ､麦４.３ha ､露地野菜（サトイモ、青タ 

カナ等）１.９haが作付けされました。 

３ 新規品目導入・栽培支援 

○大豆の排水対策実証ほにおいて、発芽率が慣行区と比べ10％向上しました。 

○新規品目として、ホウレンソウ等が導入されました。 

 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 
大豆・麦は、安定多収に向けた、排水対策、肥培管理、病害虫防除等の栽培技 

術指導を徹底します。 

園芸品目の新規導入や作付拡大に向けて、情報提供及び栽培技術指導を徹底し 

ます。 

＜サトイモ作付風景＞ 
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（２）カキ産地の再生をめざして 

～担い手の経営安定によるカキ産地の活性化の取り組み～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

ＪＡ筑前あさくらかき部会 （栽培面積４０９ha、部会員数５４０人） 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

  価格低迷や病害虫等により収量・品質が低下する中で、カキ農家の所得は年々減 

少しています。また、高齢化は急速に進んでおり、このままでは、荒廃園が急増し 

、産地の活力が急速に損なわれることが懸念されています。 

そこで、園地の実態調査を行い、意欲ある認定農業者に優良園を集積させるとと 

もに、高品質化技術の確立及びイチジク「とよみつひめ」の推進等により、カキ農 

家の経営安定と産地の再生に取り組みました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１ カキ栽培認定農業者の育成 

○経営意向調査及び園地調査を実施 

２ 優良品種の拡大 

○「早秋」「太秋」の消費動向調査を実施 

○「秋王」現地実証試験ほを設置  

３ 冷蔵柿及び特選柿の拡大 

○園地登録及び園地査察会を実施 

４ 高品質安定生産技術の確立 

○「早秋」結実安定展示ほを設置            〈園地調査結果説明会〉 

５ 他品目果樹との複合経営農家拡大         

○「とよみつひめ」新規栽培者説明会を開催  

    

【成果】【成果】【成果】【成果】 

１ カキ栽培認定農業者の育成 

○2ha以上のカキ専作農家１戸を認定農業者に育成しました。 

○園地流動化推進マニュアルを作成しました。 

２ 優良品種の拡大 

○「早秋」は1.1ha、「太秋」は0.7ha増加しました。 

３ 冷蔵柿及び特選柿の拡大 

○冷蔵柿の出荷割合が１２％、特選柿出荷量が0.3tから1tに増加しました。 

４ 高品質安定生産技術の確立 

○秀品及び優品率が５０％から60％に増加しました。 

５ 他品目果樹との複合経営農家拡大 

○「とよみつひめ」の導入農家が２戸（２３a）増加しました。 

    

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

炭そ病等の多発により収量が減収しているため、基本技術励行や降雨状況に合わせ

た防除の徹底、廃園対策、園地流動化の推進体制整備等に取り組んでいきます。 
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（３）女性農業者の育成 
～かき部会女性部の農業経営促進に向けた取り組み～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 
JA 筑前あさくらかき部会女性部員 （22 人） 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

 カキの価格低迷、高温による軟果や病害虫の多発、部会員の高齢化等でかきの生

産状況は年々厳しさを増す中、女性部会員の参画が課題となっています。 

そこで、女性部会員のネットワークづくりとキャリアアップを目的に、栽培技術、

経営、加工およびマーケティングなどのテーマでキャリアアップ講座を２か年に亘

り開催しました。 

  

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１ キャリアアップ支援 

○現地巡回、栽培、防除、剪定講習会を実施 

○カキの機能性、加工事例等の知識習得 

○ＳＷＯＴ分析による課題整理と実践課題 

を抽出 

○カキのマーケティングの基礎知識を習得 

○販売促進の基礎知識を習得 

２ ネットワークづくり支援 

○講座企画のための意見交換会を実施 

○研修会参加者同士による交流を実施 

○先進地のＪＡ生産部会女性部調査を実施  

    

【成果】【成果】【成果】【成果】 

１ キャリアアップ 

○生産技術講習会により、22 名が管理技術を習得しました。 

○講座で習得した知識を活かし、6 回の販売促進を行い、消費者ニーズの把握とカ

キの消費拡大に向けた活動が出来ました。 

２ ネットワークづくり 

○ＳＷＯＴ分析により生産技術の向上の他、消費者との交流や販売促進などが大切

であることが分かり、仲間づくりの意識が深まりました。 

 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

女性の経営参画を進めるため、各種研修会や販売促進活動などを支援します。 

女性の生産技術や経営管理能力の発揮を目指すとともに、ネットワークづく 

りを支援します。 

カキ生産などのＳＷＯＴ分析の戦略の実現に向け支援します。 

 

＜現地での巡回講習会＞ 
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（４）大規模土地利用型農家の生産構造と今後の意向 
～土地利用型農家の分類と規模拡大に向けた取り組み～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

            農業経営規模８ha以上の認定農業者（朝倉市３４経営体、筑前町２９経営体） 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

            大規模土地利用型農家及び個別法人の経営改善方策を検討するため、経営の実態 

 と意向を調査し、今後の規模拡大支援のための基礎資料づくりを行いました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１ 担い手・産地育成総合支援 

  協議会によるアンケート調 

   査を実施 

２ 認定農業者を対象に、アンケ

  ートに準じたカウンセリン 

   グを実施 

 

【成果】【成果】【成果】【成果】    

１ 生産構造    

○回収率は８４％（５３名）で

   した。 

○経営面積、経営類型、労働力、

売上高を変数とした数量化

Ⅲ類を適用しました。寄与率はやや低かったものの５３名の認定農業者を、経営面

積や売上高の大きなモデル農家群、経営効率の良い平均的な農家群、収益の少ない

農家群に分類することができました。 

特に、モデル農家群には、４法人、労働力の多い４戸の複合経営体、経営面積１

５ha以上の３戸の土地利用型農家（米＋麦＋大豆）が分類されました。 

２ 今後の意向 

 ○「経営を拡大したい」と回答した経営体は６４％と高く、経営面積が１０ha以上、

労働力が３人以上の経営体で拡大の意向が強い傾向にあります。 

 ○後継者の確保については、「本人が後継者、あるいは後継者がいる」と回答した経

営体が５５％でした。 

 ○法人化の意向については、「わからない」又は「希望無し」と回答した経営体が 

７７％でした。 

    

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

「経営規模を拡大したい」と回答した経営体に対しては、収益が少ない農家群→ 

平均的な農家群→モデル農家群にステップアップできるようにコンサルテーションを

継続的に実施します。 

法人化に関しては、まずメリット、デメリットを周知するとともに、企業的経営 

体になるよう経営改善を支援します。 

土地利用型農家の分類
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（５）水稲・麦新品種で水田農業を元気に 

～ラーメン用小麦タンパク質含有率目標１２％達成に向けた取り組み～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

 ＪＡ筑前あさくら ラーメン用小麦「ちくしＷ２号」生産者 

（89経営体・栽培面積145ha） 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

管内では、小麦の新需要開拓として福岡県農業総合試験場が育成したラーメン用 

小麦「 ちくしＷ２号 」（ 商標名：ラー麦 ）を平成21年産から導入しています。

博多ラーメン業界から大きな期待が寄せられているラーメン用の小麦は、従来の 

小麦より2%高い12%以上というタンパク質含有率が求められています。 

そこで、「ラー麦」ブランドを確立させ、麦作による農家経営の安定を支援する 

ため、タンパク質含有率向上の取り組みを中心に栽培技術改善支援活動を行いました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１ 収量・品質向上の取り組み 

 ○栽培講習会、JA広報誌、有線放送、現地ほ場巡回指導、栽培ほ場への立て札設 

置による生産技術情報提供と穂揃い期追肥徹底の呼びかけ 

 ○実証展示ほを設置 

○タンパク質含有率向上のための栽培履歴 

の点検 

２ 作付面積拡大の取り組み 

○麦品種誘導検討会を開催 

○「ちくしＷ２号」導入による経営改善 

  効果を評価 

 

【成果】【成果】【成果】【成果】                                         

１ 収量・品質向上の取り組み 

○平成23年産のタンパク質含有率は、 

目標の12％を上回り、13％となりました。 

○収量は前年産を3kg上回り、 

276kg/10aとなりました。 

２ 作付面積拡大の取り組み 

○平成23年産の栽培面積は、前年より 

38ha増加して145haとなりました。 

 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

ＪＡ等関係機関と連携して“有名ラーメン

 店・メーカーの期待に応えよう！”を合い言 

葉に、一層の高品質・安定生産を支援します。 

＜栽培ほ場に設置した立て札＞ 
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（６）イチゴ産地の生産拡大をめざして 
～経営相談による技術・経営改善の取り組み～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

 ＪＡ筑前あさくらいちご部会（部会員数27人、栽培面積5.8ha） 

 ＪＡ筑前あさくら杷木いちご研究会（研究会員数11人、栽培面積1.6ha） 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

管内におけるイチゴ「あまおう」は、生産が不安定で、個人による収量差があり 

ます。また、組織課題として取り組んだ「エコファーマー」は、計画の達成に向け 

た支援が求められています。さらに、高齢化により産地規模が縮小傾向にあり、新 

規生産者や規模拡大による産地の維持・拡大が求められています。 

そこで、個別農家の技術・経営改善に向けた活動に取り組みました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１  経営・技術支援 

○ＪＡと連携し個別経営相談会等を実施 

〇個別に技術・経営分析を実施し、個別の技術・経営目

 標を設定しながら、目標達成に向け支援 

〇雇用型経営について導入を支援                    

○全生産者を対象に技術改善研修会を実施 

〇生産改善のための展示ほを設置                

２ 組織課題の解決 

○「エコファーマー」の計画達成に向けた技術確立と 

更新を支援 

○新規生産者や規模拡大生産者に対しては、個別に支援 

 

【成果】【成果】【成果】【成果】  

１ 経営・技術支援 

○全生産者が、個別の技術・経営目標を設定し、経営改 

  善が図られました。 

○雇用型経営のモデル農家が3戸増加しました。 

２ 組織課題の解決 

○全生産者が「エコファーマー」の認証を更新又は新規 

に取得しました。（新規2人、更新25人、継続1人） 

○新規に生産者が１名増加しました。また、規模拡大を 

３名の農家が行いました。 

     

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

  収量の個人差が依然としてあり、収益性を大きく左右しています。また、炭そ病 

の発生も多くなり、収量向上の障害になっています。これらを踏まえ、さらに技術 

改善を進めます。 

  高齢化による産地の縮小が続いており、収量向上、規模拡大、新規生産者の確保 

等、産地としての維持拡大をめざします。 
 

＜個別経営相談会の様子＞ 

＜新規生産者が規模拡大したハウス＞ 
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（７）あさくら特産花きの産地育成を目指して 
～県育成品種「紫香の舞」「ﾋﾟﾝｷｰｶｼﾞｭｱﾙ」の 

導入による産地育成の取り組み～ 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

ＪＡ筑前あさくら切花部会ダイアンサス研究会 

（研究会員数１０人、栽培面積６０ａ） 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

            切花生産では、主要な切花の単価の下落が続き、農家の収益性が低下していま

す。そこで、県育成カーネーション「紫香の舞」「ﾋﾟﾝｷｰｶｼﾞｭｱﾙ」の 2 品種を導

入すると共に、技術確立と周年安定生産のための支援を行いました。 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１ 産地の現状分析と市場ニーズの把握 

○現状の問題点や将来の意向について 

アンケートを実施 

○市場との意見交換会を実施 

２ 新規生産者の掘り起し 

○部会での先進地調査を実施 

○導入品種の作型、品種特性、収益性、栽培管

理等の講習会を実施 

３ 栽培技術の確立 

○技術確立のための実証ほを設置 

○研究会を設立し、技術習得を目的とした栽培講習会、・現地指導会を実施 

４ 育苗組織の結成支援と良苗確保システムの構築 

○県と育成品種の許諾契約を結び、良苗の生産を支援 

○苗生産と収益性のシミュレーションを作成 

【成果】【成果】【成果】【成果】                                                  
１ 県育成品種の導入・定着による産地育成 

○平成１８年にダイアンサス研究会が 

設立し、産地の主要品目になりまし 

た。平成２３年には、生産者数１０ 

人で、栽培面積６０ａに拡大しまし 

た。 

２ 育苗組合の設立と良苗確保システムの構築 

○「あさくらダイアンサス育苗組合」を設立し、 

育成品種定植穂の生産を開始しまし 

た。朝倉以外の地域に定植苗を供給

する体制を確立し、平成２３年は、県

内の生産者１７人に普及拡大を図り

ました。 

○無病苗育苗技術の導入により周年安 

  定生産ができるようになりました。 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】    

今後も、ダイアンサスを経営の中心とした切花産地育成を行い、生産者の拡

大と面積拡大を目指します。 

 18年 20年 22年 ２３年 

生産者数 （人）  4  7  9 １０ 

面積   （ａ） １３ ４６ 56.5 ６０ 

共販出荷量(千本)  ― 433 530 ６００ 

 18年 20年 23年 

総生産量（本）

(うち他産地分） 

42,171 

(1,300) 

51,500 

(4,800) 

95,343 

(37,550) 

生産者数（人）  ２   ５    17 

≪天敵導入試験ほ場≫ 

＜天敵導入試験：ミヤコカブリダニ＞ 

＜生産者、面積、出荷実績の推移＞ 

＜定植穂生産量の推移＞ 

※２３年共販出荷量は、計画値 
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（８）情報発信で鉢物産地の強化を目指して 

～鉢物の売れる商品づくりと生産技術向上の取り組み～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

ＪＡ筑前あさくら鉢花部会（部会員数２９人、栽培面積１７ｈａ） 

花壇苗、鉢花専作農家（フローラクラブ１４人、花匠クラブ５人、 

シードリングクラブ２人） 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

鉢花生産では、近年の価格低迷や生産費の上昇などにより収益性が低下してい

ます。 

そこで、消費者ニーズの把握や、生産者からの積極的に情報を発信することで、

生産者の所得向上と鉢花産地の活性化を図るための取り組みを行いました。 

 

【活動内容【活動内容【活動内容【活動内容】】】】 

１ 消費者ニーズを踏まえたマーケティング活動の支援 

○生産者からの情報発信の場として、産地展示会の開催を支援 

○部会・市場と連携して花商との意見交換会を開催支援 

○オリジナル商品企画を支援 

２ 高品質生産のための技術確立 

○アジサイの草姿改善試験を実施 

○カーネーションの開花調節技術確立のための 

展示ほを設置し、適期管理方法を検討 

○ほ場巡回や講習会の実施、情報交換を通じた会員の 

技術力向上を図るなど各品目の研究会活動を充実 

３ 雇用を活用した生産者の経営改善 

○雇用型経営確立に向け、経営分析や雇用導入後の作付計画を支援 

 

【成果】【成果】【成果】【成果】                                                  

１ 消費者ニーズを踏まえたマーケティング活動の支援 

○3 年間で市場等へ情報発信した農家数は 11 戸、 

オリジナル商品数は 7 件になりました。 

２ 高品質生産のための技術確立 

 ○県が育成したアジサイ新品種（計７品種）の H24 

年出荷予定鉢数は約 5,800 鉢になる見込みです。 

また、鉢花カーネーションの母の日前の出荷割合 

は６７％(H20 年)から９０％(H23 年)に向上し  

ました。 

３ 雇用を活用した生産者の経営改善 

 ○雇用導入により、効率的な生産が可能になり、生産数量が 107～114%に増 

  加するなどの経営改善が図られました。 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】    

新品種等オリジナル商品や情報発信により鉢物産地としてのブランド力強化を

図ります。技術支援や生産コスト計算、雇用の導入支援等を通じて、安定生産や

より収益の上がる経営を目指します。 

＜花屋との意見交換会＞ 

＜県が育成したアジサイの

新品種「青手鞠」＞ 
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（９）「とよみつひめ」のナンバーワン産地を目指して 

～新規栽培者の確保や安定生産に向けた取り組み～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

    JA筑前あさくらとよみつひめ部会（栽培面積 ９.2ha、部会員数 82人） 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

「とよみつひめ」は、これまでのイチジクには無い強い甘みと優れた食感を有す 

ることから、生産者や関係機関から大きく期待されています。しかし、新規導入品 

目であることから、栽培技術や経営力の向上が急務となっています。 

そこで、肥培管理技術の向上や更なる経営改善に向けた取り組みを進めました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１ 産地拡大 

○推進パンフレットやＪＡ広報誌等による 

新規栽培者の募集や個別相談会を実施 

○新規栽培者に対し、品種特性や収益性、 

栽培管理等の講習会を実施 

２ 安定生産 

○講習会等を通じ、中古パイプハウスの活用 

を推進 

○適期栽培管理徹底のため、個別巡回指導 

や現地検討会を実施 

○各地区毎に、栽培講習会等を実施        ＜とよみつひめの剪定指導＞ 

３ 経営改善 

○個別経営規模拡大のため、共同選果・共同販売体制確立を支援                  

 ○個別にカウンセリングや経営分析・診断を実施     

 

【成果】【成果】【成果】【成果】 

１ 産地拡大 

○栽培面積は、前年の７.７haから９.２haに増加しました。 

２ 安定生産 

○雨よけ等ハウス栽培面積は、前年の３.５haから４.３haに増加しました。 

３ 経営改善 

○一戸当たり栽培面積が20ａ以上の栽培農家数は、前年の１１戸から１４戸に増加 

しました。 

 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】  

今後は、個別経営規模の拡大と栽培技術の向上に努めるとともに、施設栽培の推進 

と加温栽培技術の確立に向けて取り組みます。 
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２ トピックス 
 
 

朝倉普及指導センター管内には、平成１８～２３年度新規に就農された方が５２名います。

朝倉地域の農業を担っていく新規就農者の早期経営の安定・確立に向け、普及指導センター

では、研修会や栽培技術の巡回指導等を実施しています。 

８月２３日、新規就農者、４Ｈクラブ員、指導農業士、青年農業士及び関係機関の方々に

普及指導センターに来ていただき「新規就農者のつどい」を開催しました。地域農業に携わ

る方とのネットワークづくりをテーマに、うきは市で観光果樹園「やまんどん」を経営する

末次研治氏の講演や、先輩農業者を囲んでの全体討議を実施しました。 

１２月２１日の「経営管理研修会」では、先輩農業者から経営戦略について学び、自分自

身の栽培技術や経営管理について見直すため、久留米市田主丸町の右田果樹園や管内の青年

農業士山口孝雄氏のブドウ園を視察しました。右田果樹園では農商工連携への取組みを中心

に学び、山口氏のブドウ園では、雇用方法や毎年ちょっとした工夫による経営改善の大切さ

を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２月２３日に誕生した東峰村の営農組織「すいとー小石原」 

は、今年度、稲作と陶芸体験交流会を 4 回開催しました。 

 この取り組みは、「食と地域の交流促進対策事業」（国庫） 

の採択を受け、小石原地区の特徴を活かしながら、農業と窯業

が調和した美しい農村環境を維持することを目的として行った

ものです。 

内容は、「自分の米を自分の器で」をキャッチフレーズに、 

一般公募を行い、田植や収穫などの農業体験のほか、陶芸（小 

石原焼）体験を行いました。さらに、秋の収穫

祭では、自分で作った器で、東峰村産の米や豚

汁を食べながら交流会を行いました。体験を行

った生産者は「喜んでもらえることが、活動の

励みになった」「営農組合の活動をもっと充実

させたい」、一般参加者は「子どもと共に大変

楽しませてもらった」との感想がありました。 

 

 

 

〈「新規就農者のつどい」で先輩農業者か

らアドバイスをもらう〉 

（（（（（（（（１１１１１１１１））））））））        新新新新新新新新規規規規規規規規就就就就就就就就農農農農農農農農者者者者者者者者へへへへへへへへのののののののの支支支支支支支支援援援援援援援援        
    

（（（（（（（（２２２２２２２２））））））））        ““““““““東東東東東東東東峰峰峰峰峰峰峰峰村村村村村村村村をををををををを好好好好好好好好ききききききききなななななななな人人人人人人人人をををををををを増増増増増増増増ややややややややそそそそそそそそうううううううう””””        
        

〈「経営管理研修会」で田主丸町右田果樹園にて   

右田英訓氏の話を熱心に聞く新規就農者〉 

〈自分で作った小石原焼で試食会〉 

〈稲刈り体験を終え、全員で記念撮影〉 
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キュウリには様々な病害虫が発生しますが、中でもアザミウマ類は、果皮を食害 

したり、ウイルス病（黄化えそ病）を媒介するため、特に注意が必要な害虫です。 

普及指導センターでは、昨年、アザミウマ類やコナジラミ類を捕食する「スワル 

スキーカブリダニ」という天敵を用いた防除試験を行い効果が確認されたため、本 

年度は、天敵の普及を図り 13 戸（普及率約 60％） 

 のキュウリ生産者が導入しました。 

 促成作型のキュウリにおいては、天敵の放飼 

を３月下旬に行いました。放飼後は気温が低か 

ったため分散・増殖は遅かったものの、温度の 

上昇ともに天敵も増加し、アザミウマの発生を 

抑えることができました。天敵を導入した農家 

は「アザミウマの防除回数が減った。次作へア 

ザミウマを持ち越すことが少なくなり、ウイル 

ス病の発生も少なくなった」と効果を実感され 

ており、次作も天敵を導入される見込みです。 

 

 

 

 
 

 管内は、甘柿の栽培面積が約 400ha で、全国でも指折りの産地です。しかし、 

高齢化や後継者不足、カキの単価安等により、生産者数、面積ともに減少傾向にあり 

ます。特に、中山間地域を中心に荒廃園が見られ、その周辺では病害虫が発生する要 

因となっています。 

 このような中、昨年度は、久喜宮支部におい 

て、カキ園地現状の確認と、将来守るべき優良 

園地の確認調査を行いました。また、生産者に 

対しては、カキ経営に関する今後の方針などの 

聞き取り調査を行いました。 

 今年度は更に調査支部を拡大し、杷木松末支 

部の約 200 筆の全筆調査を行いました。８月 

１９日（金）から開始し、約 1 ヶ月間で、傾斜、 

法面、機械作業性、棚施設の有無等について現 

地確認を行いました。 

 参加した農家からは「少しでも荒廃園を減らしたい」「優良園は地域として残す 

必要がある」などの意見が聞かれました。 

  

 

 

 

（（（（（（（（３３３３３３３３））））））））        キキキキキキキキュュュュュュュュウウウウウウウウリリリリリリリリのののののののの害害害害害害害害虫虫虫虫虫虫虫虫防防防防防防防防除除除除除除除除にににににににに天天天天天天天天敵敵敵敵敵敵敵敵をををををををを        
    

（（（（（（（（４４４４４４４４））））））））        カカカカカカカカキキキキキキキキ園園園園園園園園地地地地地地地地全全全全全全全全筆筆筆筆筆筆筆筆調調調調調調調調査査査査査査査査ででででででででカカカカカカカカキキキキキキキキ産産産産産産産産地地地地地地地地をををををををを守守守守守守守守ろろろろろろろろうううううううう        
        

＜支部役員の案内で一筆毎の園地調査を実施＞ 

＜キュウリの葉に天敵を放飼＞ 
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JA 筑前あさくら鉢花部会では、鉢もの用カーネーションの栽培に取り組み始め 

て、今年で 5 年目になります。最初は 1 戸の生産者から始まったカーネーション栽 

培ですが、生産者の増加に伴い「カーネーション研究会」が設立され、平成 23 年 

には 6 戸の生産者で約 50,000 鉢の栽培に取り組んでいます。 

  鉢もの用カーネーションは、「母の日」の贈り物として人気が高い商品です、しか 

 し母の日前に開花を揃えるためには、定植・摘 

心時期に細心の注意を払いながら、品種・生育 

に応じた肥培・温度管理技術が必要です。 

  そこで、普及指導センターでは、平成 21 

 年より開花調節技術確立のための展示ほを 

設置し、開花までの生育状況や温度管理及び 

到花日数等の調査を行い、その情報を基に適 

期管理の支援を行っています。また、月１回 

ほ場を巡回し、株の生育を確認しながら、摘 

心時期の決定、肥培管理や温度管理等の情報 

交換を行っています。 

   

 

 
 
  

平成２４年２月１日、朝倉普及指導センターが主催し、安全・安心な農産物の生産 

拡大を図るため、「安全・安心制度説明会」を開催しました。参加者は、管内直売所 

２１カ所の出荷者及びＪＡ等関係機関の対象者で、約６０名が参加しました。 

説明会の内容は、JAS 法、食品衛生法、県 

減農薬・減化学肥料栽培認証制度、農薬適正使 

用及び農薬履歴記帳等で、講師は、農林水産物 

安全課、北筑後保健福祉環境事務所、病害虫防 

除所及び普及指導センターの職員が行いまし 

た。特に、説明会では、「農薬誤使用は、風評 

被害をもたらすので気をつけなくてはいけな 

い」「普及指導センターは、農薬に関する質問 

によく対応してくれる」など多くの意見や感想 

が出され、熱気あふれる説明会となりました。 

 

  

 

 

 

 

 

＜カーネーションの生育調査の様子＞ 

（（（（（（（（５５５５５５５５））））））））        鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢鉢花花花花花花花花カカカカカカカカーーーーーーーーネネネネネネネネーーーーーーーーシシシシシシシショョョョョョョョンンンンンンンン、、、、、、、、適適適適適適適適期期期期期期期期出出出出出出出出荷荷荷荷荷荷荷荷をををををををを目目目目目目目目指指指指指指指指ししししししししてててててててて        
    

（（（（（（（（６６６６６６６６））））））））        安安安安安安安安全全全全全全全全・・・・・・・・安安安安安安安安心心心心心心心心制制制制制制制制度度度度度度度度、、、、、、、、直直直直直直直直売売売売売売売売所所所所所所所所リリリリリリリリーーーーーーーーダダダダダダダダーーーーーーーー説説説説説説説説明明明明明明明明会会会会会会会会        
        

＜パンフレットや映像を活用した講義＞ 
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３ 参考資料 
 

 

 

ᶥЋᶮ ᵣ ᵎВ͈̝ǲǑ

ǋǭ ᵣ ֻǶƲẎ ᵣ

ᵎǵ֝ȑ ȆǓ ȈȐȓƲẎ ᶧǵ

ǮƲ Ẏ ș֞ ǜȓȅǞ

ǦƳ

► ֻǶƲ ᴜ ǵ ƲẎ

ᴜ ǵ ƲẎ ǯᾛ Ǯ

ș ḧǞǭǋȅǠƳ

Ẏ ḧǶƲ ǵ ǱȒƼǠǡǑ

ǯȈƽǯƼɓȭɤȽȩƽș ḧǞƲ̸

ǵѝ ӓșᶫǪǭǋȅǠƳȅǦƲƼǠ

ǡǑǯȈƽǲǫǋǭǶƲ ǲƲὕ ǵ ǲꜘǏȒǦȈǲ̸̂ǞǭǋȅǠƳ ǲƲ

ᾍ ǯᶽǬǖȑǲҟȈƲ ș ǓǜǱǋȏǍǲ ǲ ș ǍǯВǲḨ

ǵҤ ǲȏȑ ᴜ ɵ ֛ șʣǙǦǚǯǓ ǖ ͔ǜȓǦȉǵǮǠƳ

 

 

῎ Ϯ ǋ ◘˗ ǲǑǋǭ ᷂Ӣ

̸ ֞ ֻǶƲ᷂Ḣǵ ǯǱȒ ᵣ

ǵ֝ȑ ȆǓ ȈȐȓƲ ῎ ǋ ɵ ᷂

ֻ Ӳ ̝̝ ș֞ ǜȓȅǞ

ǦƳ

► ֻǶƲ ᴜ g`Ʋ ᴜ

g`֗ǺẎ g`ș̸̂ǞƲ ֻǵẎ

ḌȱɱɎȢɱǮ ǲ Кǲџ֝ș ˓

ǜǢǭǋȅǠƳȅǦƲ᷂ḢК ᷂ǵ Ҋǵ

џ֝ ˏ ̸ ș֞ ǞǭǑȑƲВֿˏ

ș ҧǲ Ǟҧ Ǳџ֝ ̱֞Ѱș ǞǦǚǯǓ ǖ ͔ǜȓǦȉǵǮǠƳ

（（（（（（（（１１１１１１１１））））））））管管管管管管管管内内内内内内内内のののののののの各各各各各各各各種種種種種種種種表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰農農農農農農農農家家家家家家家家のののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介

◘ ׀ Ẏ ᶧǵ Ẏ

ᶥ Ћᶮ ᵣ ᵎВҤ̝  

֞ ׀ ᵣ ֻ Έ Ѽ

◘ ׀ ῎ ǋ ɵ ᷂ ֻ Ӳ ̝ ̝

₳ ₴↓ ῎ Ϯ ǋ ◘˗  

֞ ׀ ᷂Ӣ̸ ֞ ֻ Έ⁸
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 平成２３年秋の受勲において空

閑善實氏は、黄綬褒章を受章され

ました。空閑氏は、昭和４４年に

家業の苗卸業を引き継がれ、平成

元年に農業法人(有)空閑園芸を設

立し、平成２３年に社長を交代さ

れるまで、園芸業界の先駆者とし

て活躍されました。 

受章の概要は、高冷地（九重高

原）の温度差を利用した花壇苗物

の高品質安定生産技術を確立され

たことや、先進的省力機械を活用したセル成形システムを開発導入されたことなど

が主な内容です。このシステムの開発によって、均一で大量の苗の生産が可能にな

りました。また、空閑園芸のみならず地域の花壇苗物生産の発展に大きく寄与され、

園芸業界をけん引された功績が高く評価されたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 彰 名：平成２３年秋の受勲 黄綬褒章 

受賞者名：空閑善實氏（朝倉市）（有）空閑園芸 取締役会長 

経営内容：花壇苗、野菜苗生産 
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